
日
本
銀
行
に
よ
る
株
式
取
得

が
11
月
29
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

一
方
、
２
０
０
２
年
１
月
に
発

足
し
た
銀
行
等
保
有
株
式
取
得

機
構
（
以
下
、
機
構
）
が
、
企

業
株
に
加
え
て
銀
行
株
も
取
得

で
き
る
よ
う
に
す
る
与
党
議
員

立
法
（
機
構
改
正
案
）
が
審
議

さ
れ
て
い
る
（
本
稿
執
筆
時

点
）。日

本
の
金
融
情
勢
が
、
い
よ

い
よ
非
常
事
態
に
突
入
し
た
な

か
、
日
銀
と
機
構
が
株
式
取

得
・
保
有
機
関
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
と
な
る
が
、
両
者
の
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
留
意
を
要
す

る
ポ
イ
ン
ト
が
何
点
か
あ
る
。

優
良
株
は
日
銀

で
は
な
く
機
構
へ

両
者
の
ス
キ
ー
ム
の
大
き
な

違
い
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決
済

銀
行
）
規
制
（
国
際
業
務
を
行

う
に
は
自
己
資
本
比
率
８
％
以

上
）
上
の
扱
い
で
あ
る
。

機
構
に
株
式
を
売
却
し
た
場

合
、
当
該
株
式
は
銀
行
の
リ
ス

ク
ア
セ
ッ
ト
（
資
産
）
か
ら
控

除
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
自
己

資
本
比
率
を
計
算
す
る
際
の
分

母
が
小
さ
く
な
ら
ず
、
同
率
の

改
善
効
果
は
全
く
な
い
。
こ
れ

は
、
将
来
、
株
式
処
分
に
伴
っ

て
機
構
に
損
失
が
発
生
し
た
場

合
、
売
却
銀
行
が
損
失
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
一
方
、
日
銀
に
株
式
を

売
却
し
た
場
合
、
当
該
株
式
は

銀
行
の
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
か
ら

控
除
さ
れ
る
。
株
式
売
却
に
伴

う
損
失
は
、
日
銀
が
被
る
こ
と

と
な
る
。

す
る
と
、
銀
行
は
自
己
資
本

比
率
向
上
に
つ
な
が
る
日
銀
に

株
式
を
売
却
す
る
よ
う
に
思
え

る
が
、
話
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で

は
な
い
。
現
在
の
株
価
で
は
、

株
式
を
売
却
す
る
段
階
で
銀
行

に
損
失
が
発
生
す
る
か
ら
だ
。

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
も
控
除
さ
れ

る
が
、
同
時
に
利
益
＝
自
己
資

本
も
減
少
す
る
。
現
在
の
株
価

で
は
、
日
銀
へ
の
株
式
売
却
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
高
く
な
い
。

逆
に
、
機
構
に
株
式
を
売
却

し
た
場
合
、
将
来
株
価
が
回
復

し
株
式
処
分
に
伴
っ
て
機
構
に

利
益
が
発
生
す
れ
ば
、
当
該
利

益
は
銀
行
に
還
元
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
点
も
念
頭
に
置
く
と
、

将
来
値
上
が
り
が
予
想
さ
れ
る

優
良
株
は
機
構
に
売
却
し
、
値

上
が
り
が
期
待
で
き
な
い
株
は

日
銀
に
売
却
す
る
と
い
う
傾
向

が
表
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ

ま
り
、
日
銀
の
決
算
が
毀
損
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
日
銀
も
機
構
も
、
議

決
権
行
使
に
伴
っ
て
重
大
な
矛

盾
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
銀
は
議
決
権
行
使
の
指
針
と

し
て
、「
受
託
者
は
、
本
行
の

経
済
的
利
益
の
増
大
を
目
的
と

し
て
議
決
権
を
行
使
す
る
も
の

と
す
る
」
と
い
う
条
項
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
機
構
の
議

決
権
行
使
の
指
針
を
コ
ピ
ー
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日

銀
と
機
構
で
は
役
割
が
違
う
。

日
銀
は
、
取
得
し
た
株
の
発
行

企
業
に
対
し
、
議
決
権
行
使
を

通
し
て
「
本
行
の
経
済
的
利
益

の
増
大
」
を
求
め
る
一
方
、
金

融
機
関
に
対
し
て
は
、
日
銀
法

の
法
目
的
に
則
っ
て
収
益
力
向

上
、
健
全
経
営
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
」「
信
用
秩
序
の
維

持
」
と
同
義
で
あ
る
。

で
は
、
企
業
と
銀
行
が
融
資

交
渉
を
行
う
場
合
、
あ
る
い
は

銀
行
が
企
業
か
ら
債
権
放
棄
を

求
め
ら
れ
た
場
合
、
日
銀
は
ど

ち
ら
の
立
場
で
行
動
す
る
の
だ

ろ
う
か
。「
本
行
の
経
済
的
利

益
の
増
大
」
を
志
向
す
れ
ば
、

融
資
の
利
上
げ
交
渉
に
は
反
対

し
、
債
権
放
棄
（
企
業
側
か
ら

み
れ
ば
債
務
放
棄
）
を
大
い
に

求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

中
央
銀
行
と
し
て
銀
行
経
営
の

健
全
化
を
志
向
す
れ
ば
、
逆
の

行
動
が
求
め
ら
れ
る
。

機
構
も
同
じ
問
題
を
よ
り
鮮

明
に
抱
え
込
む
。
機
構
は
、
企

業
株
の
み
な
ら
ず
、
銀
行
株
も

取
得
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ど

ち
ら
に
も
「
議
決
権
の
行
使
は

機
構
の
経
済
的
利
益
を
増
大
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
」
と
い
う
指
針
を
課
し

て
い
る
。
日
銀
と
同
様
、
重
大

な
論
理
矛
盾
を
抱
え
ざ
る
を
得

な
い
。

日
銀
法
改
正
時
の

想
定
を
超
え
る
事
態

日
銀
の
株
式
取
得
に
は
、
ス

キ
ー
ム
上
の
問
題
以
外
に
も
、

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
重
大
な
論

点
が
あ
る
。
日
銀
は
、
株
式
取

得
を
日
銀
法
第
43
条
の
「
そ
の

他
業
務
」
の
認
可
（
10
月
11
日

取
得
）
を
受
け
て
行
お
う
と
し

て
い
る
が
、
今
回
の
日
銀
の
行

動
は
、
同
条
の
健
全
な
適
用
の

範
囲
を
超
え
て
い
る
。

日
銀
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
今

回
の
株
式
取
得
は
「
銀
行
経
営

を
株
式
の
価
格
リ
ス
ク
か
ら
遮

断
し
、
信
用
秩
序
を
維
持
す
る

た
め
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
日
銀
法
に
掲
げ
ら

れ
た
目
的
の
ひ
と
つ
は
「
信
用

秩
序
の
維
持
」
だ
が
、
１
９
９

７
（
平
成
９
）
年
の
第
１
４
０

回
通
常
国
会
に
お
け
る
日
銀
法

改
正
を
巡
る
審
議
を
振
り
返
る

と
、「
信
用
秩
序
の
維
持
」
は

主
に
第
38
条
に
よ
っ
て
担
保
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、
同
年
２
月
６
日
付

の
「
日
本
銀
行
法
の
改
正
に
関

す
る
答
申
」（
舘
龍
一
郎
金
融

制
度
調
査
会
会
長
が
三
塚
博
大

蔵
大
臣
に
提
出
）
を
み
る
と
、

「
日
銀
の
信
用
秩
序
維
持
の
た

め
の
役
割
は
適
切
な
流
動
性
の

供
給
で
あ
り
、
大
蔵
大
臣
か
ら

の
要
請
に
基
づ
い
て
行
う
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
国
会
で
は
、

当
該
答
申
の
趣
旨
に
沿
っ
て
三
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金
融
非
常
事
態
突
入

日
銀
の「
銀
行
株
」買
い
取
り
が
銀
行
国
有
化
へ
の
第
一
歩
と
な
る



塚
大
蔵
大
臣
、
松
下
康
雄
日
銀

総
裁
、
山
口
公
生
銀
行
局
長
が

繰
り
返
し
同
様
の
答
弁
を
行
っ

て
い
る
（
肩
書
は
す
べ
て
当

時
）。日

銀
法
第
38
条
に
は
、「
大

蔵
大
臣
は
、
信
用
秩
序
の
維
持

に
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

日
本
銀
行
に
対
し
『
そ
の
他
の

信
用
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
業
務
』
を
行

う
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
、
要
請
に
応
じ
て
、
日
本
銀

行
は
『
そ
の
他
の
信
用
秩
序
の

維
持
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
業
務
』
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
」（
抜
粋
）
と
い
う
趣
旨

が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

第
43
条
の
他
業
認
可
お
け
る

「
他
業
」
と
は
、
も
っ
と
実
務

的
な
業
務
の
認
可
を
想
定
し
て

い
た
。

国
会
で
第
43
条
の
解
釈
が
詳

し
く
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
筆
者
の
記
憶
に
よ
れ

ば
、
例
え
ば
「
外
銀
の
代
理
店

と
し
て
為
銀
と
の
間
で
円
対
価

外
貨
売
買
を
行
う
こ
と
」
と
か

「
証
書
貸
付
債
権
担
保
貸
付
を

行
う
こ
と
」
と
い
っ
た
実
質
的

な
業
務
の
認
可
の
可
否
を
議
論

し
た
記
憶
が
あ
る
。「
信
用
秩

序
の
維
持
」
の
た
め
の
株
式
取

得
と
い
う
よ
う
な
、
中
央
銀
行

の
根
幹
に
か
か
わ
る
よ
う
な

「
重
大
な
そ
の
他
業
務
」
の
認

可
を
、
日
銀
自
身
の
発
案
に
よ

っ
て
第
43
条
で
認
可
を
受
け
る

今
回
の
対
応
は
、
日
銀
法
改
正

時
の
国
会
審
議
の
内
容
に
抵
触

し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。昨

年
10
月
17
日
の
講
演
（
国

際
金
融
情
報
セ
ン
タ
ー
）
に
お

い
て
、
山
口
泰
副
総
裁
は
極
め

て
見
識
あ
る
発
言
を
し
て
い
る
。

「
中
央
銀
行
が
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

に
い
ろ
い
ろ
な
資
産
を
購
入
す

る
と
い
う
の
は
、
金
融
政
策
と

い
う
形
は
と
り
な
が
ら
も
、
ロ

ス
負
担
、
つ
ま
り
は
納
税
者
の

負
担
を
覚
悟
し
た
り
、
ミ
ク
ロ

的
な
資
源
配
分
に
か
か
わ
る
と

い
う
意
味
で
、
実
質
的
に
は
中

央
銀
行
が
財
政
政
策
の
領
域
に

近
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
央

銀
行
が
そ
う
し
た
こ
と
を
行
う

こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
民
主

主
義
国
家
に
お
け
る
一
般
的
な

ル
ー
ル
は
、
流
動
性
の
供
給
と

い
う
機
能
は
金
融
政
策
と
い
う

形
で
独
立
し
た
中
央
銀
行
に
委

ね
、
他
方
、
国
民
の
税
金
の
使

途
は
選
挙
民
か
ら
選
ば
れ
た
議

員
か
ら
構
成
さ
れ
る
国
会
に
お

け
る
予
算
承
認
の
プ
ロ
セ
ス
を

通
し
て
、
財
政
政
策
と
い
う
形

で
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
」

今
回
の
日
銀
の
行
動
は
、
山

口
副
総
裁
の
見
識
あ
る
発
言
と

整
合
的
で
は
な
い
。

日
銀
は
銀
行
株
に

機
構
は
企
業
株
に
特
化
せ
よ

市
場
の
信
認
等
を
勘
案
す
る

と
、
日
銀
も
今
さ
ら
「
や
め
た
」

と
は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
あ

ろ
う
。

そ
こ
で
、
日
銀
は
銀
行
株
、

機
構
は
企
業
株
の
取
得
に
特
化

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
こ

の
枠
組
み
で
あ
れ
ば
、
日
銀
、

機
構
と
も
、
株
主
と
し
て
の
利

害
対
立
の
懸
念
は
な
い
。
ま
た
、

「
信
用
秩
序
の
維
持
」
を
目
的

と
す
る
日
銀
が
、
銀
行
の
経
営

安
定
化
の
た
め
に
銀
行
株
を
取

得
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
も
あ

る
。
日
銀
に
よ
る
銀
行
株
取
得

は
、
一
種
の
公
的
資
金
投
入
、

銀
行
国
有
化
へ
の
途
で
あ
る

が
、
こ
の
形
式
は
90
年
代
前
半

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ

た
内
容
に
近
い
。
こ
れ
ま
で
は
、

日
銀
に
よ
る
株
取
得
な
ど
想
像

も
で
き
な
か
っ
た
行
動
で
あ
る

が
、
企
業
株
を
取
得
す
る
決
断

を
し
た
以
上
、
よ
り
合
理
的
な

銀
行
株
取
得
に
特
化
す
る
こ
と

を
推
奨
し
た
い
。

11
月
19
日
、
筆
者
は
参
議
院

財
政
金
融
委
員
会
で
こ
れ
を
提

案
し
た
。
伊
藤
達
也
金
融
担
当

副
大
臣
は
「
広
い
意
味
で
の
公

的
資
金
の
利
用
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
真
摯
に
承
っ
て
お
き
た
い
」

と
答
弁
し
た
。
も
は
や
金
融
恐

慌
回
避
の
た
め
の
時
間
的
余
裕

は
な
い
。
与
野
党
を
超
え
て
、

真
剣
な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

（
参
議
院
議
員
〈
民
主
党
政
調
副

会
長
〉

大
塚
耕
平
）
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会員証券会社�

約21億2,000万株�

　約2,300億円�

－�

日銀からの融資�

1969年1月�

�

�

�
＋297億円�

�

銀行等保有株式取得機構�

2002年1月�

認可法人�

�
銀行等127行庫�

1,496億円�
（2002年11月1日現在）�

�

政府保証付き借り入れ等�

2012年1月（予定）�

ETF（注１）に組み替えて売却�
（一部は為替基金で保有）�

損益とも原則として�
会員に帰属�

�

日本銀行�

1882年10月�

認可法人�

株式保有額がTier1を上回る�
銀行（大手11行と地銀4行）�

�
最大2兆円（予定）�

�

日銀資金による買い切り�

－�

�
市場売却�

�
損益とも日銀に帰属�

�
（背景）岩戸景気の反動や国際収支改善を目的とした
金融引き締め、63年のケネディショック等により不況感が
強まったことに加え、投資信託の人気低下で株式の需
給が悪化したことから株価が大きく下落していた。�

現在の取得対象は企業
株。今回の改正案で銀行
株も対象にする。売却株
式はリスクアセットから控除
されない（自己資本比率
改善効果はない）。�

取得対象は企業株。日銀
資金による買い取りのため、
売却株式はリスクアセット
から控除される（自己資本
比率改善効果は、株式売
却損の大きさ次第）。�

BBBマイナス以上�

�

主に企業に売却�
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